
乙 2 2 号証の 3 の 1

2（月 6 年 2 月 •I 11 

東東海上 H 勅火災保険株式会社 御m

百そ、

IVIST 如l`li注·人材料科学技術振輿砥贔〗
町ー 4 、 』.'

分析iヽ拉嘩,.,, /, 
― l57-{1{}{•i 7 東京者「 Iit田谷［区；ヤ多見 I-!H G 

TFl̀ fl3-3749-2525 !:AX 03 :47 1ti-4567 

lR[ h ttp:.、:'um．皿 l t'l!. jf). 

分析結果報告書（副）

分析件名 患錆(/)甫只比分析

方法： 重韮測定

内容 試r+: B!F 防災セJ・が横廊T (t]動販売痰前］

だ井裏空調熟源水配行 (20A) 内鋳スケー，L

採取日：平成 28 年］月 21 日

計 1 点

報告丼N (̀l. l¥1ST-15 5 1 0 0 7 !l 

木件につし、てのご質問は

前田泰延 (Ina叫a包11lS t. ni'..")) 

川瀬沙耶住 (Kawase紐ms1. or. jp上
主でお血ヽ合．1 じくださし、

本分析に関する h情報につき主しては

守秘義務を巌守致します，
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］．目的

鯉中 9/)里鍔を梼製、ヽ．軍俄比を求めろこと，

；．試岱鹿些

試料名 : BIF I.'が）ミ七ン勺一喋庶 T｀ヽ（自動販売啜陪｝

J召井展空調熟源水配押ばU.\I 「勺錐スケー｝：

採取日： •，Ll成 28 年 1 月 24 日

試料渫造，斜鋳均体

物件名 ：新宿東京海上目廂Jピ＇し

物件住所：東京都渋谷区代々木 2-ll-l5

試料数 ：計 1 点

＊今回の試料はほぽ乾渥した．状態で lーた
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這塞且主

送｛ボ、ただきました拭科；こ下記（ハ処理を施した後．ご提示し、ただし、た手碩i '/l ~ ll } 
；この・っとって測定を行し、ました：＇且，り］の繰り返し回数ば試料状態，こよし；増加させまし
ーと一

・試和をテシケー：1 -佐で 2 日間放置しました．

エ會ぎ肖試 :`l:_;,検体を乳鉢で経＜粉砕し、ふる~t, { l00 i: m 程度） るfｷ 
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，臼i 0 (Jlll1 ビーカーにふるt‘を通過した試丹笹 n 泳を正確に秤臣（小攻点以下第 4 佗
主で計測できる天秤使用＼十な

忍：，措製水：3（国を加え、 100ml ピーカ・一ごと超音波洗浄に 30 秒か： ＋ろし

i 100ml ビーカー底iこ磁子'i t3000G 程度）を付習させて、

澄み液を 200ml ビーカー；こ紹す

＇こ：上記i：む～J汀）操作を 3 回繰り返し行なう．

手振りによりi脅拌した後卜．

⑤ヒ澄み液を集めた？00ml ビーカー底に磁石を付着さぜて

後、上澄み液を捨てる｀

手振りによi)す登拌した

勺、'.2 00m] ピーカー底に残った屈錆を•少呈の半弄製水で 100ml ピーカーに戻す｀：

⑧上記⑤～、？‘の操作を 5 回繰i ‘l 返し行なうこ

ピーカーの底に磁右

この操作をこ回綽り

ヽ⑨上澄み液を除t ·,た精製黒蜻にメクノー 1!. 5m] を加え、 100叫

を付着させて手拒りに上り虔袢した後、上澄み液を捨てる

返し行なう“

⑱真空乾燥機で IOOn11
祉を正確に削り敗る

⑪璽呈比を計•百ナう： 黒律重呈比＝精製黒曳肖頂昆ば／諸訳料甫

ピーカーこ・[-i咸庄乾爛室温べ 30 分）し、桔製黒錆か乾燥狙

• (g} l 00 （怜）
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L彗

分析哨要を表 I に主どめま十

試料•名 測定結果（ヽ） 1 報告信伶J

BIF 防災センター廉廊下し巨菰り販売痘前，91 ! , 
完井黄空説熱源水配管 l20A) 「芍錯スケー 1L, 0，メり

I 

0.9 

採取日：平成 28 年 l 月ど！ H 

表J 異策童展比測定荏果

以 ,r. 
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分析結果報告書

分析件名

内容

報告書N ぃ

黙錆(])訊依比分m

方法： 重紐測守

拭料： BlF 防災センター横廊 F （自動販売機前）
一尺井裏空調熱源水配管（20A) 内蛸スゲー）し

採取日：平成 28 年 10 月 l6 日

M S T l 6 5 1 0 0 !l I 

ャ：件につし、て (9) ご質問 l^

K B 川瀬沙耶佳 (Kaw.iS じ8nISI. or.jpl 
までお間し、合わ廿くださし、

＇C分析にt対する情報につきましては

守秘義務を厳守致し＇どに

］卜 1 点

------------| 



L旦些

錆中の黒錆を梢製し、重嚢比を求めることこ

2 試料概要

試料名 ： B1F 防災センター横廊下（自動販売機前）
天井裏空調熟籐水配管 (20A) 内錆スケール

採取日：平成 28 年 10 月］．6 日
試料楷造：鉄錆粉“拿

物件名 ：新宿東京海上日動ピル
物件住所：東京都渋谷区代々木 2-11-15

試料数 ：計 l 点

＊今回の試料はほぼ乾燥した状態でした：

. 1. 
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3. 測定条件

送付いただきました試料に下記の処理を施した後、ご提示いただ L ヽた手順（①～⑪）

にのっとって測定を行し、ましたと⑧⑨の繰り返し回数は試料状態により増加させまし
たな

・試料をデシ•ケーター内で 2 日間放醤しましたこ

①錆試料検体を乳鉢で軽く粉砕し、ふるい (lOOµm 程度）にかける＝

② lOOrnJピーカーにふるいを通過した試料約 0.5gを正確に秤呈（小数点以下第 4 位

まで計測できる天秤使用）するこ

③桔製水 30ml を加え、 100ml ピーカーごと超音波洗浄に 30 秒かける、

① 100ml ピーカー底に磁石 (3000G 程度）を付着させて、手振りにより攪拌した後上
澄み液を 200ml ピーカーに移すc

⑤上記③～④の操作を 3 回続り返し行なう C

⑥上澄み液を集めた 200ml ピーカー底に磁石を付着させて、手振りにより攪拌した

後、上澄み液を捨てるこ

① 200ml ピーカー底に残った黒錆を少最の精製水で 100ml ピーカーに戻す。

⑧上記③～⑦の操作を 5 回繰り返し行な・汎．

⑨上澄み液を除いた精製黒鍵こメタJール 5ml を加え、 100ml ピーカーの底に磁石

を付荘させて手振りにより攪拌した後、上i登み液を捨てるこの操作を 2 回繰り

返し行なう C

⑩真空乾燥楼で 100ml ピーカーごと減庄乾燥（室温 X30 分）し、精製黒錆の乾

を正確に測り取るこ

比を計算ナな 黒錆重呈比＝精製黒錆璽岳（g)／錆試料頁旦(g) X 100 （ヽ）
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土

分折結果を表 l にまとめまず

表 l 黒錆璽伝比測定結

・料名

B1F 防災センター横廊下（自動販売椴前）
n:: l 1 7. 0 5 

天井襄空闊熱源水配管 (20A) 内錆スケール I n=2 I 16. 73 

採取日．平成 28 年 10 月 16 日 「元：十言乙―
16.9 

以上
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